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1. 研究背景と目的 
中国朝鮮語とは、中国の吉林省・黒竜江省・遼寧省のいわゆる東北三省で生活している

中国朝鮮族の間に使用されている言語である。本研究は、中国朝鮮語における語頭と語中

位置の破裂音 VOT値(VOT: Voice onset time, Lisker and Abramson 1964)の分布パターンを報
告すると共に、破裂音の激音、平音、濃音の弁別特徴を解明する。 
  ソウル朝鮮語の破裂音 VOT 値を測定し、その違いを調べた研究として、Lisker and 
Abramson(1964)を始め、Kim(1965)、Kagaya(1974)、Shimizu(1996)、Cho et al.(2002)など多く
の研究が行われている。その結果によれば、激音においてもっとも長く、平音がそれに続

き、濃音がもっとも短い傾向がみられ、その知見はほとんどの研究で一致する。 
 しかし、最近の研究では、朝鮮語の平音と激音の VOTに重なりがみられ、世代差と地域差
が指摘されている(Silva 2006a, 2006b)。VOTの違いで弁別できない平音と激音は後続する母
音の F0 の違いにより弁別できるとも言われている。邉(2017)では、語頭位置の三項対立が
VOTと F0で弁別し、語中位置の三項対立が VOTと語中破裂音の閉鎖区間長で弁別する傾
向を示している。 
	 平音と激音の VOT値がオーバーラップする現象は、中国の瀋陽市で話されている朝鮮語
(本研究では、「瀋陽朝鮮語」と称する)においても確認でき、VOTがほぼ重複している激音
と平音の弁別に、F0が有効であると報告されている(Jin 2008)。中国の延辺地域で話されて
いる朝鮮語の破裂音 VOT は、激音が平音と濃音より長いが、平音と濃音の VOT が重なっ
ている(Ito and Kenstowicz 2009a・2009b、Ito 2014・2017、金 2011、Oh and Yang 2013)。ま
た、延辺の平音と濃音の弁別に、Ito(2009a、2017)では、Voice quality(H1-H2)が有効である
と指摘されている。中国朝鮮語に関する研究があるものの、まだ十分に検討されていない。

また、研究のほとんどが語頭に関するものであり、語中位置の濃音・平音・激音の VOTに
ついてどのような特徴があるかまだ明らかではない。音声的に言えば、中国語の有気音と

朝鮮語の激音が両方とも強い aspiration を持つ音であり、無気音と濃音・平音(VOT が短い
もの)がほとんど aspirationを持たない音である。二言語話者である中国朝鮮語話者が生成上、
aspiration を持つグループの有気音と激音、aspiration を持たないグループの無気音と濃音を
どのように区別するかが興味のある問題である。本研究では、中国朝鮮語話者が多く居住

している 4 つの都市の朝鮮語話者を対象として、発音調査を行った。本調査は、発表者が
同一発話資料と実験手順を使い、現地で収録した。調査環境や測定条件を統一することで、

各地域の破裂音 VOT値をより正確に比較することが可能になる。 

2. 調査 
2.1. 被験者 

	 被験者は、遼寧省瀋陽
しんよう

市(女性：3名、男性：3名)、吉林省長 春
ちょうしゅん

市(女性：5名、男性：1
名)、吉林省延辺朝鮮族自治州の延吉

えんきち

市(女性：5名、男性：2名)と黒龍江省ハルビン市(女性：
5名、男性：2名)の朝鮮族高校2年と3年生合計26名(調査時16歳〜18歳)である。調査は2013
年4月から5月にかけて現地にて音声収録を行った。本稿で扱っているデータは調査地およ
び同市に隣接する地域で生まれ育った話者のものに限る。 
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2.2. 調査語彙 

	 朝鮮語の語彙は Jin(2008)、中国語の語彙は朱(2010)を参照して作成した。 

朝鮮語:18語×2回発話 

中国語:12語×2回 �発話 

 

2.3. 調査方法 
 録音は静かな教室で行い、単一指向性のコンデンサーマイクロフォンを被験者の口元から

15cm程度離れた位置に置き，ティアック社製の(TASCAM)リニア PCMレコーダーを使って
発音を収録した(サンプリングレート 44.1kHz，16bit量子化)。話者は紙面に書かれている語
(朝鮮語はハングル表記で、中国語は簡体字表記である)を「単独発話」形式で 2 回読んだ。
収集した音声は、コンピューターに取り入れ、Praat(version 6.0.36)を利用して音響分析を行
った。  

3. 中国朝鮮語破裂音の VOT値の結果 
3.1. 調音位置別の VOT値：両唇音・歯茎音＜軟口蓋音 

VOT値が両唇音(Labial)、歯茎音(Alveolar)、軟口蓋音(Velar)
の調音位置の一元配置分散分析したところ、有意差が認めら

れ(p<.001,***)、下位検定(多重比較：Tukey法)を行い、両唇音
－歯茎音の間(p=.65979,n.s.)に有意な差がなかったが、歯茎音－
軟口蓋音の間 (p=.00125<.01,**)、両唇音－軟口蓋音の間
(p<.001,***) に有意差が認められた。 

 
3.2. 語頭位置の激音・平音・濃音の VOT値(図 2の右)：地域差がある。 
	 各地域の語頭の激音・平音・濃音の VOT 値の分布について観察する。VOT 値が地域(4
都市)と調音タイプ(激音・平音・濃音)によって差があるかどうかをみるため、まず二元配
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図 1 調音位置別の VOT 値(ms) 
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置分散分析を行った。地域の主効果、調音タイプの主効果(p<.001,***)、地域と調音タイプ
の交互作用も有意である(p<.001, ***)。したがって、地域別に調音タイプの差について下位
検定を行った。下位検定は、すべての地域で 5%水準で有意差が認められ、多重比較したところ、
長春とハルビンでは、激音、平音、濃音の間にすべて有意な差が認められたが、瀋陽では、平音

−激音の間、延吉では、濃音−平音の間に有意差がなかった。 
 

 

 

 

 

 

3.3. 語中位置の激音・平音・濃音の VOT値(図 2の左)：地域差なし(平音・濃音＜激音)。 
語頭と同じく、地域と調音タイプの二元配置分散分析を行った結果、調音タイプの主効

果が有意であるが(p<.001,***)、地域の主効果(p=.1963>.05,n.s.)、地域と調音タイプの交互作
用に(p=.4849>.05,n.s.)有意差が出なかった。地域別に調音タイプの一元配置分散分析を実施
した結果、すべての地域で 5%水準で有意差が認められ、多重比較したところ、4つの地域とも、
激音−平音、激音−濃音の間の差が有意であるが、平音−濃音の間には有意差がなかった。    

4. 中国語破裂音の VOT値の結果：地域差なし。無気音＜有気音(語頭・語中)	 	  
 

 

 

 

図 3 地域別の中国語有気音(A)、無気音(U)の VOT 値(右は語頭位置・左は語中位置、ms) 

  語頭と語中位置別、そして地域別に有気音と無気音VOT値を対応のあるT検定した結果、
4つの地域とも、有気音VOTが無気音より有意に長かった(語頭・語中：p<.001, ***.)。朱(2010)
の北方方言話者のデータによれば、有気音の VOTの平均値が語頭で 62msであり、語中で
は 69msである。有気音に対して、無気音の平均値が 20msである。有気音の VOTが無気音
より長い。中国朝鮮語話者の中国語有気音と無気音の VOT値が中国語北方方言話者と大き
いな違いがなく、VOT値で有気音と無気音を区別できる。 

5. 考察 
5.1. 語頭位置の激音・平音・濃音の弁別特徴：長春・ハルビン：VOTのみで三項弁別(VOT

が 1 次的特徴); 瀋陽：VOT(1 次的特徴), F0(2 次的特徴); 延吉：VOT(1 次的特徴), 

H1-H2(2次的特徴)。 
	 語頭では、平音や濃音に比べ、激音の VOTが長い傾向がある。長春とハルビンは、VOT
のみで、激音・平音・濃音の三項弁別できるが、瀋陽と延吉では、VOT 値のみで三項弁別

図 2 地域別の激音(A)、平音(L)、濃音(T)の VOT 値(右は語頭位置・左は語中位置、ms)        

(C : 長春 ,  H : ハルビン ,  S : 瀋陽 ,  Y : 延吉) 
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できないことが明らかになった。本節は、F0(基本周波数)と H1-H2(第 1 倍音と第 2 倍音の
振幅の差)のデータを基づいて激音・平音・濃音の三項弁別の 2次的特徴を検証する。(F0：
破裂音の後続する母音の定常部を測定する。H1-H2：後続母音の開始部 30msの範囲で測定
する。) 
F0(Hz)：瀋陽：平音＜激音 
	 各地域の語頭激音、平音、濃音の後続母音の定常部の F0(Hz)を性
別にわけて、一元配置分散分析を行った。延吉は有意な差がなかっ

たが、瀋陽と長春は、女性(p<.01,**)も男性(p<.001,***)も有意な差が
認められた。下位検定の結果、瀋陽では、平音−激音(男性：p<.001,*** ; 
女性：p<.01,**)の間に有意差があった。図 4によれば、瀋陽では、平音
の F0が激音より低いことがわかる。瀋陽は VOT値で平音と激音の
弁別ができないが、F0 を用いることによって、弁別が可能になる。
この結果は Jin(2008)と一致している。 
H1-H2(dB)：延吉・長春・ハルビン・瀋陽：濃音＜平音 
	 各地域の語頭激音、平音、濃音の母音開始部(30ms)の H1-H2(dB)を一
元配置分散分析を行った。各地域とも有意な差が認められた

(p<.001,***)。下位検定の結果、どの地域においても、平音−激音の間
に有意差がなかったが、濃音−激音、濃音−平音の間に有意差がでた

(p<.001,***)。H1-H2 はソウル朝鮮語の濃音と平音・激音の弁別に有
効であることが先行研究ですでに明らかになっている(Cho et al. 2002)。
また、Ito(2009a、2017)が、延辺朝鮮語においても H1-H2が平音と濃音
の弁別に有効であることが挙げられている。今回のデータからみると、

延辺のみならず、長春・ハルビン・瀋陽でも、濃音と平音、濃音と激

音の弁別に有効であることが判明した。さらに、延吉が VOT値のみで
平音−濃音の弁別できず、２次的特徴として H1-H2を積極的に用いる可能性が考えられる。 
5.2. 語中位置の激音・平音・濃音の弁別特徴：VOT(1次特徴); CD(2次特徴) 
	 語中も、激音の VOT値も大きい傾向がある。ただし、語頭と違うのは、4つの地域とも、
濃音−平音の間に有意差がなかった。VOT以外に、語中濃音と平音の弁別に関わる音響特徴
を検証する。F0 と H1-H2 の他に、さらに語中破裂音の閉鎖区間長(CD：closure duration)の
データを追加して考察を行う。 
F0(Hz)：平音≈濃音≈激音 
	 各地域の語中激音、平音、濃音の後続母音の定常部の F0(Hz)を性別にわけて、一元配置
分散分析を行った。瀋陽、長春は有意な差がなかったが、ハルビンと延吉は、女性に有意

な差が認められた(p=.0043,**; p=.0492,*)。しかし下位検定の結果では、ハルビンと延吉の女
性の濃音と平音の間に有意な差がなかった。したがって、どの地域も、F0 で語中平音と濃
音を弁別する可能性が極めて低いと考えられる。 
H1-H2(dB)：平音・濃音＜激音 
	 各地域の語中激音、平音、濃音の母音開始部の H1-H2(dB)を一元配置分散分析を行った。
各地域とも有意な差が認められた(p<.001,***)。下位検定の結果、どの地域も平音−激音、濃
音−激音の間に有意差があるが、濃音−平音の間に有意差が認められたのはハルビンのみで

ある(p=.0474<.05,*)。H1-H2で語中の濃音と平音を弁別する可能性が極めて低い。 
CD(ms)：平音＜濃音・激音 
  各地域の語中激音・平音・濃音の閉鎖区間長(ms)を一元配置分散分析を行った。各地域で
有意な差が認められた(p<.001,***)。下位検定の結果、すべての地域において、濃音−激音に
有意差がなかったが、平音−激音の間、平音−濃音の間に有意差が認めらた。語中の平音と

濃音は、F0 と H1-H2 で弁別できないが、平音の CD が濃音より有意に短いため、CD が平
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音と濃音の弁別に有効であると考えられる。 
5.3. 中国朝鮮語と中国語の破裂音 VOT値による音声カテゴリー 
	 Cho and Ladefoged(1999)は 18言語の VOTを基にして、無声音の音声的なカテゴリーを 4
つに分類している(表 1)。この分類によれば、朝鮮語の語頭激音と中国語の有気音とも
aspirated stopである。濃音と中国語の無気音と共に unaspirated stopである。語中位置では、
激音と有気音が slightly aspirated stopであり、無気音が平音・濃音と共に unaspirated stopで
ある。語頭激音と有気音が同じ音声カテゴリーに入っているが、両言語の破裂音が音韻的

に区別されているわけである。各破裂音の後続母音の持続時間を対応のある T 検定を行っ
た結果、語頭と語中位置両方において、中国語の有気音と無気音の後続母音長(表 1 の VD)
が朝鮮語より有意に長いことが判明した。 

表 1 中国朝鮮語と中国語破裂音の VOT 値の音声カテゴリー(カッコ：VOT 平均値、VD:母音長) 

音声カテゴリー  中国朝鮮語と中国語  
(語頭位置) 

中国朝鮮語と中国語  
(語中位置) 

highly aspiratedstop   
(over 90ms) 

    

aspirated stop 
(60~90ms) 

激音(65ms)VD:83ms 
有気音(70ms)VD:141ms 

 

slightly aspirated 
stop(30~60ms) 

平音(42ms) 
 

激音(37ms)VD:135ms 
有気音(57ms)VD:174ms 

unaspirated stop 
(around 30ms) 

濃音(12ms)VD:123ms 
無気音(15ms)VD:153ms 

濃音(13ms)VD:127ms・平音(12ms)VD:148ms 
無気音(16ms)VD:175ms 

 

5.4. 言語使用に関するアンケート調査の結果 

図 6 各地域の朝鮮語と中国語の使用率(右：学校  左：自宅) 

	 朝鮮語と中国語の両言語の使用状況を調べるため、瀋陽(39名)、長春(37名)、ハルビン(26
名)、延辺(22 名)の朝鮮語話者に、学校と家では主に使う言語は中国語か、朝鮮語か、ある
いは両方使うかを、アンケート調査を行った。ハルビン、瀋陽、長春は、学校で主に中国語

を使う傾向があるが、自宅で、家族と話す時は朝鮮語の使用率が増える。一方、延吉は学

校と家のどちらにおいても朝鮮語のみ使う。	  

6. まとめ 
 本発表では、中国の長春市、ハルビン市、瀋陽市、延吉市で話されている朝鮮語の破裂

音 VOT値の分布パターンを報告し、各地域の朝鮮語破裂音の生成上の弁別特徴(1次的特徴
と 2次的特徴)を明らかにした。まず、語頭位置では、若年層の朝鮮語破裂音の VOT値に 3
つの分布パターンが確認でき、地域間の違いが見られた。パターン 1：平音・濃音＜激音(延
吉)、パターン 2：濃音＜平音・激音(瀋陽)、パターン 3：濃音＜平音＜激音(長春・ハルビン)。
パターン 1 と 2 はすでに先行研究で明示されているが、これまでほとんど研究されていな
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い長春とハルビンでは、若年層のソウル朝鮮語話者に見られないパターン 3が確認できた。
また、長春とハルビンは、VOTのみで激音・平音・濃音の三項対立を弁別できるが(１次的
特徴)、瀋陽と延吉は VOT(１次的特徴)に、さらに 2 次的特徴が必要である。ただし、2 次
特徴が、瀋陽では F0 で、延吉では H1-H2 である。次に、語中位置では、「濃音・平音＜激
音」というパターンのみが確認でき、地域間に違いが見られなかった。どの地域も、VOT
値で平音と濃音の区別ができないが、平音の CD (CD: closureduration)が濃音より有意に長い
ため、生成上 CDが有効な音響パラメータであると考えられる。この結果は邉(2017)で示し
ているソウル朝鮮語の三項弁別特徴（語中位置）と一致している。 
各地域の朝鮮語話者の母語の朝鮮語と中国語破裂音の VOTの平均値が、同じ音声カテゴ

リーに入るが、中国語破裂音の後続する母音が朝鮮語より有意に長いため、生成上で区別

していると言える。中国語の母音が有意に長い理由として、中国語の声調情報が主に母音

部に集中しており、母音部を長く発音することで、声調(今回のデータはすべて第 1 声であ
る)を実現していると推測する。今後、中国語の破裂音に後続する母音の F0 や H1-H2 のデ
ータを追加して分析する予定である。 
中国における朝鮮語の方言分布は、主に 19世紀中葉以降、朝鮮半島から大量の朝鮮語話

者が中国東北地区の各地に移住した結果発生したものである。瀋陽市では平安道出身者が

多く、延辺（延吉）は咸鏡道出身者、長春とハルビンは慶尚道出身者が多いと言われてい

る(宣徳五他 1990、宮下 2007)。本稿で確認できた破裂音の VOT 分布パターンの地域差が、
中国移住元の方言によるものなのか、引き続き検証が必要である。 
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